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香芝市の概要

• 人口：約７８，４５９人（Ｈ２７．１０末現在）
• 面積：２４．２６ｋ㎡
• 体制：納税促進課徴収係５名滞納対策係６名奈良モデル特別滞納整理強化チーム６名〔高田班 ３名・香芝班 ３名〕（県へ研修 ６ヶ月１名）
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課題

２．徴税吏員のスキル不足・ベテラン職員の異動による一時的な知識不足・債権や不動産以外の滞納処分の知識不足
１．徴収困難案件の増加・市税の大口滞納案件・納税義務者の死亡による相続案件
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奈良モデルの取組

１．市税の大口案件を中心に納税交渉・滞納処分を実施２．従来の滞納整理手法以外の新たな手法の開拓・捜索・不動産合同公売・インターネット公売
奈良県、大和高田市、香芝市による「特別滞納整理強化チーム」の編成

3



差押・換価の推移
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★前年比★換価金額４９１万円増差押件数１３５件増



収入未済額と徴収率の推移
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★前年比★徴収率１．２％増収入未済額１．１億円減



奈良モデルの効果

・県や市という枠組みを超えた職員同士が、情報・ノウハウ等を共有することにより効率的に人材の育成・活用することができる。・徴収率の向上によりチームのみならず職員全員のモチベーションアップ。
奈良県の垂直補完により
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ご清聴ありがとう

ございました


